
 
 
 

学校名 岩手県   岩泉町立小本小学校   岩泉町立小本中学校 

  

 

 

活動のテーマ 
「生き抜く力を育む防災教育の推進」 

～主体的・協働的な教育活動および小中連携の取組を通して～ 

主な教科領域等 教科領域（ 総合的な学習の時間・道徳・特別活動・学校行事 ） 

活動に参加した児童生徒数 全学年    小学生 ６１人   中学生 ４０人    計１０１人 

活動に携わった教員数 小学校  １８人   中学校  １５人    計 ２３人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 
３１８ 人【保護者・地域住民・その他（行政機関関係者）】 ※地域総合防災訓練時 
※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に丸をつけ，人数をお書きください。（複数可） 

実践期間   平成２９年４月１０日 ～ 平成３０年３月１８日 

想定した災害 
※該当するものに丸をつけてください。複数可。 
地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他（       ） 

活動報告 
１）活動の目的 
 「生き抜く力を育む防災教育」 

小本地域の児童生徒が，復興・発展を支える人として成長していくためには，東日本大震災とＨ28 台風１０号

による災害を乗り越えるとともに，これらの経験を活かし，自然や社会の様々な変化や状況で「生き抜く力」を身

に付けさせることが必要であることから。 
 

２）主な実践内容と流れ，スケジュール 
 【小学校】 
 ①「いわての復興教育」副読本の活用 
  「いわての復興教育」副読本…震災後に県教委により作成され，県内全小中学校に配付されている。復興・防災

教育の充実のため，各学校において通常の教育活動で効果的に活用することを期待されている。 
 
 
 
 
 
 ②社会科見学や生活科探検，宿泊学習等の校外学習と関連させて防災意識を育てる 
 
 
 
 
 【中学校】 
 ③「全校道徳授業」 
 
 
 
 
 
 ④防災マップ作り 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業計画・実践 

・担任が活用方法をマ

ネジメントし，毎月

の朝学習時間，教科

等時間で活用 

記録・年計の整備 

・各担任は，月毎の

実践内容を記録 

副読本を活用した学習参観（Ｈ29.11.5） 
・地域防災避難訓練後の３校時，副読本を活用した学習を保護者の方へ公開 

・保護者もいっしょに考え，参加する授業 

 

事前指導 

・見学場所等において

想定される災害と避

難について考える 

校外学習 

・避難経路の確認 

・周囲の安全の確認 
・疑似体験 

振り返り・事後指導 
・対話や小グループでの感想交流 

・振り返りカードの記入 

・指導者が学びを他と関連付けたり拡張したりする 

授業計画（指導案作成・検討） 

・昨年度の防災マップ作り学習で明らかになった

課題「協働の意識が低い」の解決のため，本時

の指導の在り方について研究 
・本時指導案作成と地域や保護者への参観案内 

授業研究会（Ｈ29.７.２４） 

・自分の命を守ることを最優先とする

考えを大事にする 
・災害時の差し迫った状況下において，

自分が他者のために何ができるか主

体的に考え，対話を通して自己の考

えを広げたり，深めたりする。また，

考えの多様性を尊重する 

防災 

マップ作り 
・「協働」の視点

を入れて防災

マップを作成 

 

事前指導・情報収集 

・地域の危険箇所の情報を収集すること 
・「協働」の視点から 

→近所の住人を把握しておくこと 
→弱者の避難の仕方や経路等についても

想像してみること 
 

全校生徒での防災マップ作り 

・地区ごとに調べてきた通学路と地域の危

険箇所について話し合う 
・学校や家ではない場所で近くにお年寄り

と幼児がいることも想定して考える 
・地区ごとにマップを作成 

マップ掲示 
・１階ホールに

掲示し，小学

生児童や保護

者・地域へ向

けて情報を発

信 

 



 【小中連携】 
 ⑤各種合同避難訓練 
 
 
 
 
 ⑥地域防災避難訓練（１１月５日（日）実施） 
 （ア）小中各担当者 
 
 
 
 
（イ）児童生徒 

 
 
 
 
 
 
３）9 月研修会の学びを通して 
①自校の実践に活かしたこと 
 ・「自助・共助・公助」についての教職員の理解を深め，児童生徒への事前指導を確かなものとして地域防災訓

練を行った。 
 ・防災・減災教育の意義と育て身に付けるべき力について教職員の共通理解を図り，防災・減災教育の推進を図

った。 
②研修会を受けての自校の活動の変更・改善点 
 ・日常の教育活動の中において防災意識を育てていく必要性について教職員の共通理解を図り，実践化を図った。 
 ・防災・減災を「自分ごととして捉える」意識を高めさせるために，児童生徒による話し合い活動を意図的に位

置付けて大切に指導した。 
 ③昨年度まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 
  ・教職員の防災・減災教育への意識を高めさせたことで，児童生徒の学びに向かう姿勢も主体的且つよりよいも

のとなった。 
  ・緊急時の児童生徒・教職員の安全確保に関る現有物品をチェックし，ラジオや懐中電灯等の不足分を揃えるこ

とができた。 
 
４）実践の成果 ［ ⑥地域防災避難訓練について ］ 
 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 
  ・登校時間の災害を想定した訓練を計画したことにより，登校途中の通学路において，その場で判断して適切な

避難行動をとることが困難であるという児童生徒の実態が明らかになった。その後の指導と次年度計画への改

善につなげることができた。 
②児童生徒にとって具体的にどのような学びがあり，どのような力（資質・能力・態度）を身につけたか。 

  ・「自分の命は自分で守る」ために，災害を想定したときに起こり得る危険，そして，それに応じた安全確保と

避難について想像する力を高めることができた。 
 ③教師や保護者，地域，関係機関等（児童生徒以外）の視点から 
  ・地域一丸となった防災訓練は，それぞれの立場で防災意識を一層高める結果となった。 
  ・教職員にとっては，命を守るために様々な人や機関が有機的に結びつき関っていることを実感することができ，

考えを深めることができた。 
 
５）自校の実践で工夫した点，特筆すべき点 
  ・小中連携による避難訓練を当たり前に行っている。その際，小中担当者を中心に連携を密にとりながら計画し

ている。更に，保育園と連携した避難訓練や地域や関係機関と連携した実効的な避難訓練を実施している。 
  ・児童生徒による主体的な話し合い活動を核に据え，課題解決や振り返りを位置付けている。 
  ・防災教育の様子を学習参観日に位置付けて公開し，保護者の意識も高めているところ。 
 
６）実践から得られた教訓や課題と今後の改善に向けた方策や展望 
  ・本校の現在の防災・減災教育を見直し，必要に応じて適切な学習へ改善を図り教育課程へ明確に位置付けて実

践を継続していくこと。また，外部専門機関との連携についても積極的に計画していくこと。 
  ・避難所指定であることから，中学校を中心に避難所運営に関る訓練を行政と連携して行うこと。 
 

事前指導 

・災害の種類と安全な避難等

について考え，確かめる 

各種合同避難訓練 

・4/25 小中合同避難訓練（火災：授業中） 

・9/1 保・小中合同避難訓練（地震・津波：清掃中） 
・11/5 地域防災避難訓練（地震・津波：登校中） 
    ※小中・保護者・地域・行政合同での実施 

振り返り・事後指導 
・対話や小グループでの

感想交流 

・振り返りカードの記入 

・第３者による全体講評 

事前打合 

・役場防災対策室，地区自治会団体，

支所，スクールバス運転手等との

連絡調整 

訓練細案作成と 

 教職員の共通理解を図る 

・ねらいの確認 
・教職員の動きの確認 
・事前・事後指導の具体につ

いて確認 

保護者への周知 

・休日であるが登校日とし

て訓練を行うこと 
・朝の登校時間に行うこと 
・同日に学習参観，下校時

に引渡訓練を行うこと 

反省 
・教職員より反省

をとりまとめ，

次年度への改善

を図る 

・行政と反省をつ

き合わせ，次年

度へいかす 

事前指導Ⅰ：各学級（小学校） 
      全校生徒（中学校） 

・災害日時と災害の大きさ，初期対応

と避難時の鉄則等を考え，確かめる 
・中学生は，共助・公助についても考

える 
 

事前指導Ⅱ：登校班毎（小学校） 

・災害時の場所に応じて，適切

な避難の仕方を考え，確かめ

る 
・小学校上学年は，共助の在り

方についても考える 
 

地域防災避難訓練 

・揺れが収まるまで

安全確保 
・近くの避難場所高

台へ避難 

振り返り・事後指導 
①各学級→②登校班

毎（小学校） 
・学びを交流，成果と

課題を確かめる 



 

 

 

 

【補助資料：実践記録】 

①「いわての復興教育」副読本の活用 
［Ｈ29.9 月実践記録から抜粋］               ［副読本を活用した授業の様子］ 

 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 

 
［副読本活用による学習参観：4 年実践例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②社会科見学や生活科探検，宿泊学習等の 

校外学習と関連させて防災意識を育てる 
［生活科探検：１・２年実践例］ 

 
 
 
 
 

学年 副読本活用Ｐ 児童の反応など 

1 年 ５９Ｐ 

ショート訓

練をやって

みよう 

副読本の他に緊急地震速報の音を聞かせて，

実際に安全を確保する行動を繰り返し行った。

初めて聞く音に驚いていたが，身を守る方法に

ついて既習も活かして考えていた。 

2 年 １０Ｐ 

はしれ釜石

キッチンカ

ー 

小本にオープンした愛土館の様子を聞き，小

本の人たちが，「津波でまちが淋しくなったの

でみんなが楽しめるところをつくりたい」とい

う思いでつくったことに気づいた。「地域の復

興に役立ちたい」という釜石キッチンカーのお

話と同じ思いであると気づいた。 
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生活科探検

の中で、震災

時に実際に避

難に使った階

段を追体験 

追体験後、

小グループで

感想交流 



  
                 
 ③「全校道徳授業」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④防災マップ作り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
                                      
 
 
 
 ⑤各種合同避難訓練 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

自分たちが住む

地 域 の 現 状 を 知

り ， 近 隣 や そ の

人々に目を向け，

「どうすることが

よりよいことか」

について話し合う 

 

  

 夏季休業中に収集した情報を互いに共有し，話し合

いを進めながら必要な情報を付箋に書き出して防災マ

ップに落とし込んでいく 

 

  

 

 

 11/5 

地域防災避難訓練 

 

津波警報解除

の合図で、各避難

場所から地域防災

センターへ全員が

集合 



 
 
 ⑥地域防災避難訓練（１１月５日（日）実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

4/25 小中避難訓練 9/1 保小中避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

10/17 学校・行政・各地区代表者・関係機関等事前打合 10/24  スクールバス運転手事前打合 

11/2 小学校：学級→登校班 事前指導  

11/1  中学校：全校事前指導 

11/5 午前 7：52  避難警報発令 

校舎裏山高台へ避難した小中学生や保護者 

防災センターから

登校後，各学級→登

校班で振り返りをし

た（小学校） 


